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ふるさとマラソン大会
4月12日（土）、12時30分より開会式を行い、13時
にスタートを迎えた本大会には、参加者および応援の
方々を含め、100名を超える皆さまにご来場いただき
ました。 
なお、今年度より主催団体の名称が「利賀地域体育
協会」から「利賀スポーツ協会」へと新たに改称さ
れ、地域に根ざしたスポーツ振興の新たな一歩を踏み
出す節目の開催ともなりました。開会式では、地域づ
くり協議会長および上利賀振興会長を来賓としてお
迎えし、温かいご挨拶を賜りました。 
 
また、選手宣誓は利賀学舎9年生の淺野 真旭さんと
城岸 由有花さんが堂々と務め、会場を清々しい緊張
感と期待感で包みました。残念ながら桜の開花には
間に合いませんでしたが、当日は青空が広がる穏やか
な天候に恵まれ、参加者の皆さんは自然豊かな利賀
の風景の中で、思い思いの走りを楽しんでおられまし
た。春の一日が、心に残る素晴らしい思い出となった
ことと存じます。

地区福祉活動事業の一環として、地域美化を目的とした
花植え活動を実施いたしました。今回は、子ども広場の
利用者の皆さんにもご協力いただき、10個以上のフラ
ワーポットに、インパチェンス、サルビア、マリーゴール
ド、ペチュニア、ベゴニアなど、彩り豊かな花々を植えて
いただきました。これらのフラワーポットはアーパス体育
館付近に設置しておりますので、お立ち寄りの際はぜひ
ご覧いただき、地域の皆さまによる手作りの景観美をご
堪能ください。

子ども広場 花植え作業

令和6年4月21日（月）18時30分より、アーパスホールにて
8mmフィルム上映会を開催しました。 
今回の映像は、利賀村出身の故・野原 明 氏が昭和35年頃

に撮影したもので、そのご家族が映像の風景や場所につい
て情報を求め、富山テレビ「ダイブツのイマダ」に投稿さ
れたことがきっかけとなりました。番組スタッフによる調査
の末、撮影地が利賀村であることが判明し、氏の娘様も初
めて父の故郷が利賀村であったことを知ることとなりまし
た。上映にあたっては娘様より快くご許可をいただき、当
日は約50名を超える来場者が、昭和の利賀の暮らしや風景
を懐かしみながら鑑賞しました。 
映像には、上百瀬・上畠・坂上地区の獅子舞の様子も収め
られており、地域の記憶を呼び起こす時間となりました。
また、娘様は5月5日に上百瀬地区で行われた獅子舞にも足
を運ばれ、父の故郷に触れる時間を通して深く感動された
ご様子でした。 
過去の映像を通じて、家族の記憶と地域の歴史が交差し、
新たなつながりが生まれる――そんな意義深い上映会とな
りました。

8mmフィルム上映会 開催報告（アーパスホール）

本年も、南砺市利賀村として「武蔵野さくら祭り」に参加し、
友好交流都市である武蔵野市とのつながりを深める貴重な機会
となりました。 
出店では、岩魚の塩焼きや利賀の郷土料理である五平餅を販売
し、10時の販売開始から多くの来場者にお立ち寄りいただき、
13時には全品完売するほどの盛況となりました。 
 
また、ステージではむぎや節保存会の皆さまが民謡を披露し、
来場された方々に利賀の豊かな文化を感じていただくことがで
きました。今年も、無事にさくら祭りへの参加を果たすことが
でき、地域の魅力を発信するとともに、武蔵野市との友好交流
をあらためて実感する機会となりました。今後もこの良き関係
を大切に育みながら、地域の魅力を伝える活動を続けてまいり
ます。

第33回武蔵野桜まつり

武蔵野児童交流 利賀村訪問 実地踏査

令和6年5月13日（火）、武蔵野市と利賀村の児童交流事業に向けた実地
踏査が行われました。武蔵野市からは、団長として武蔵野市立第二小学
校 校長・松原 修 氏および武蔵野市教育委員会指導課・木村 優希 氏が

来村され、今夏に予定されている交流事業の実施に向け、地域の各所を視
察されました。本年度の交流事業は、7月21日から24日までの4日間、利
賀地域にて自然体験や文化交流など、さまざまな活動が予定されていま
す。視察後の交流会では、終始和やかな雰囲気の中で意見交換が行われ、
今後の児童交流に向けて前向きな意志と連携が確認されました。



5/10(土)木村まさ子講演会

5/10(土)ロゲイニング終了後に開催された、木村まさ子(俳
優木村拓哉氏の母)さんの講演会「食育と幸せになる生き
方」は、心に深く染み入るお話でした。 
 
木村さんは、私たちが日々“当たり前”と感じている「生き
ること」や「食べること」にこそ、感謝の気持ちを込める
ことの大切さを伝えてくださいました。 
食への感謝は心と体の健康を育み、ひいては生き方そのも
のを豊かにしていく——まさに“食育”が人を育てる。地域
に根ざした資源、特に利賀の山菜のように豊かな自然の恵
みを大切にし、それを活かすことが自分自身や地域の幸せ
につながるという視点も印象的でした。 

「私たちは生きていくために必要なものを自分ひとりでは
何ひとつ作ることができない。だからこそ、自然の恵みや
人とのつながりに感謝する心が、真の幸せを呼び込むので
す。」 
そんな木村さんの温かな言葉の数々に、会場は終始あたた
かい空気に包まれていました。 

そんな木村まさこさんのサイン付き書籍「いただきます」は
利賀ストアにて販売中です。

5/10(土)利賀天空ロゲイニング
５月１０日（土）、「利賀天空ロゲイニング」
が行われ、県内外から集まった参加者２４５人
が、利賀の大自然を駆け巡りました。 
ロゲイニングは、地図を見ながらエリア内の指
定されたチェックポイントをまわり、時間内に
集めたポイントを競う競技で、利賀天空ロゲイ
ニングでは「道の駅利賀」や「新楢尾トンネ
ル」などのチェックポイントを回りながら、豊
かな自然を満喫しました。 
　また、イワナのつかみ取り、打ちたての利賀
そばや熊汁を堪能するなど、利賀ならではのロ
ゲイニングを楽しみました。

令和6年4月18日（金）、利賀地域づくり協議会の
行政推進委員会議および令和7年度総会が開催され
ました。15:00より行われた行政推進委員会議で
は、市からの説明をビデオ形式で視聴し、各事業の
方針や概要について共有を図りました。 
続く16:00からの総会では、役員改選が行われ、新
たに以下の方々が選出されました。 
 
会長：野原 宏史 氏、副会長：宮崎 博好 氏、斉藤 
嘉久 氏、野村 昌已 氏、米澤 秀起 氏。 
また、令和6年度の主要な事業報告として、新たに
実施された以下の取り組みが紹介されました。 

・過疎集落ネットワーク形成支援事業 

（電気柵の設置、側溝の堆積土除去、加工・レジ等
機器の導入、イノシシ等の生育域・個体数調査、新
商品開発、移住体験、収穫イベント など） 

・利賀STOREの運営 

これらの活動を通じて、地域課題への対応と交流人
口の拡大、定住促進に取り組んでまいりました。 
令和7年度においても、これら6年度の事業を継続・
発展させながら、より実効性ある地域づくりを進め
ていく方針が確認されました。

令和7年度 利賀地域づくり協議会行政推進委員会議・総会 開催報告

今後のスケジュール
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